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第2， 3， 4， 8章は電力事業を中心とする公益事業持株会社(publiC
utilityhOldingcompany)の機構及びその詐欺的術策の解明にあてら





























は消失していた。 ･ ･ ･ ･ ･彼等は， ごくわずかな配当しか受けとっていなかっ


























































































































































































































































































































































W.U･ もI.U. I． と同様であり，普通株・優先株・社債の帳簿価格は合
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る。 」 (p.92) こうしてTVAの電力料金は，実際に民間電力会社の脅威
となりそれらに大きな譲歩をさせるのに成功したのだった。 1934年1月，
























B.Ostrolenk, ::Electricity-foruseor forprofit?''. 1936
にみるアメリカ電力産業の動向
た。また， ヒーターの販売数では第1位， レンジの販売数では第2位にな
った。需要者当りのKWH販売においては，今や， この会社は，年間需要
者当り平均1,000KWHとなっており，全国平均を60%も超えている。そ
して， ロッキー山脈の東側に存在する会社の中では第1位であった。 」
(p､96)
さらに1935年になると， この年の12月を終わりとする12ヶ月間の，利子
や減価償却費を除くTennessee社の収益は451万ドルになったが， それは
この社の前年の同収益に比して4‘4％の増大を示していた。 また同じく
1935年にGeorgia社の前述の如き収益は1,070万ドルにのぼったが， それ
は1934年の同収益に比して7．5％の増大であった。 「すべてこれらの収益
の増大は， 60％程度の料金引き下げにもかかわらず達成されたものであっ
た｡」 (p.97)アラバマ州におけるCommonwealthandSouthemCorp
の系列会社AlabamaPowerCo. もこれらの会社と同様の傾向をたどっ
ている。
このように， これらの会社は，前述のMontrealLight,HeatandPower
Co.の場合と同様に， 電力料金を大幅に引き下げることによって， すなわ
ち前節においてあげた諸術策に頼ることなくしてその収益を大幅に増大さ
せたのである。かくしてTVAのヤードスティック・プランの効力は歴然
とし， また費用逓減の法則はその正当性を証明したのである。 したがって
Ostrolenkは言う， 「今や歴史はくり返される。」と。
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